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《雪 ま つ り》

雪の都、 札幌にふさわしい冬の祭典が巨大な雪像を中心

にゞ毎年 2 月の第一日曜をはさみ開催される。 札幌雪まつ

りが年々其の規模を拡大し本年は第20回を迎え、 日本の雪

まつりの代表として外人観光客を誘うまでに育てられた。
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日

時

昭
和
四
十
四
年
一
月
二
十
六
日

午
前
十
時

と
こ
ろ

札
幌
市
大
通
西
六
丁
目
六
番
地

本
会
事
務
所

監
事

榎
波
弥
一
郎
氏
、
渡
辺
胸
蔵
氏

両
氏
に
よ
り
昭
和
四
十
三
年
度
会
計
監
査

会
を
行
な
っ
た
。

同
日
午
後
一
時
会
場
を
大
通
西
10
丁
目

第
一
ホ
テ
ル
に
於
い
て
経
理
部
会
を
開
き

四
十
三
年
度
経
理
状
況
を
監
事
よ
り
報
告

あ

っ
て
審
議
し
た
。

第
一
回
理
事
会
･

支
部
長
合
同
会
議

日

時

昭
和
四
十
四
年
二
月
三
日

午

昭
和
四
十
四
年
二
月
三
日

後
五
時

札
幌
市
大
通
西
十
丁
目

ホ
テ
ル

第
一

3月 15日

と
こ
ろ

出
席
者

1
、
理
事
会
側

三一波
、
会
授
、
藤
山
副
会
長
、.佐
藤
副
会

昭和44年 3月15日

催
す
る
希
望
が
あ
る
な
ら
ば
弓
受
け
て
よ

い
と
申
し
入
れ
る
こ
と
に
決
定
。

3
号
議
案

綱
紀
委
員
会
開
催
期
日
に
つ

い
て
会
長
に
一
任
す
る
。

4
号
議
案

本
会
事
務
所
の
移
転
に
つ
い

て
第
2
三
谷
ピ
ル
(札
幌
市
南
1
西
6
)

及
び
愛
生
館
ビ
ル
(札
幌
市
南
1
西
ぅ
)

の
候
補
を
挙
げ
賃
貸
条
件
を
説
明
し
た

が
選
定
は
、
会
長
、
副
会
長
、
札
幌
支

部
長
、在
札
の
理
事
と
協
議
検
討
す
る
。

予
算
更
生
を
認
め
る
こ
と
、
不
足
分
に

就
い
て
は
更
に
検
討
す
る
、
文
書
決
議

も
あ
り
得
る
こ
と
を
承
認
決
定
し
た
。

う
号
議
案

会
則
第
発
条
第
2
項
に
該
当
す
る
処
分

者
を
報
告

閉

会

午
後
7
時
30
分

第
9
回
定
時
総
会

北 海 道 行 政 書 士 会 報( 3 ) 第44号

日

時

昭
和
四
十
四
年
二
月
二
十
三
日

午
前
十
時

と
こ
ろ

札
幌
市
南
四
条
西
十
三
丁
目

都
市
会
館

定
刻
以
前
に
各
支
部
よ
り
の
代
議
員
が

例
年
に
比
し
て
出
席
も
よ
く
会
場
大
会
議

室
も
立
錐
の
余
地
な
く
、
真
剣
緊
張
の
う

ち
に
開
会
宣
言
、
会
長
の
開
会
挨
拶
、
特

に
本
年
は
物
故
者
の
霊
に
弔
意
を
捧
げ
て

全
員
一
同
黙
権
、
野
崎
議
長
の
名
捌
き
振

り
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。
午
後
五
時
盛
会

裡
に
閉
会
。

ー
詳
細
は
議
事
録
参
照
-

梶
井
企
画
部
長
、
鈴
木
経
理
部
長
、
関

野
、後
藤
、真
只
、
成
沢

以
上
十
一
名

2
、
支
部
長
側

細
井
、
今
村
、
荒
、
中
沢
、
灰
原
、
石

本
、
村
瀬
、
伏
見

(代
大
沢
)、
森
口
、

以
上
十
名

議

事

A
、
開
会

の
辞

犬
飼
総
務
部
長

B
、
開
会
の
挨
拶

渡

辺

会

長

挨
拶
要
旨

本
来
な
ら
ば
支
部
長
会
と
理
事
会
は
別

々
に
開
催
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
が
、
本

日
は
時
間
、
会
場
、
そ
の
他
の
都
合
で
合

同
で
開
催
し
た
こ
と
を
了
承
願
い
度
い
。

昭
和
四
十
四
年
度
第
九
回
定
時
総
会
に
提

出
す
る
議
案
の
審
議
を
願
い
、
総
会
運
営

の
円
滑
を
期
し
度
い
。
ご
協
力
の
程
を
お

願
い
す
る
。

1
号
議
案

犬
飼
総
務
部
長
よ
り
昭
和
四

十
四
年
度
第
九
回
定
時
総
会
に
提
出
す

る
議
案
を
提
案

○
昭
和
四
十
三
年
度
の
事
業
経
過
報
告

“

決
算
報
告
を
説
明

日
行
連
の
負
担
金
は
一
人
五
十
円

(月

額
)
に
な
り
、
予
算
繰
越
金
の
多
い
の
は

予
想
以
上
の
入
会
者
の
多
い
こ
と
に
起
因

す
る
。
四
十
四
年
度
の
事
業
計
画
案
!
犬
飼
総

務
部
長
よ
り
同
年
度
予
算
案
!
鈴
木
経
理

は
会
議
に
出
席
す
る
理
事
、
支
部
長
等
に

旅
費
規
定
に
よ
り
日
当
を
支
給
す
る
こ
と

に
し
た
。
在
札
の
役
員
も
之
れ
に
準
ず
る

こ
"と
0

昭
和
四
十
四
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支

予
算
案
の
可
否
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
原
案

賛
成
可
決
し
た
。

2
号
議
案

総
会
運
営
の
業
務
分
担
に
つ
い
て

3
号
議
案

総
会
に
招
待
す
る
入
選
に
つ
い
て

以
上
2
号
、
3
号
は
執
行
部
に
一
任
す

る
。

其
の

他

1
、
毎
年
事
業
計
画
案
は
あ
る
が
、
従
来

実
行
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
、
本
年
度

は
ど
う
す
る
か
。
竹
原
企
画
総
括
よ
り

従
来
の
欠
点
を
補
っ
て
実
行
型
と
し
て

立
案
し
た
の
で
実
施
出
来
る
と
思
う
。

2
、
常
任
理
事
高
島
正
夫
氏
が
病
気
に
よ

り
理
事
辞
任
届
の
提
出
あ
り
、
之
れ
の

承
認
と
欠
員
補
充
は
総
会
に
於
い
て
取

･計
う
こ
と
に
決
定
。

閉

会

午
後
七
時

◎
藤
山
副
会
長

二
月
十
三
日
社
会
保
険

労
務
士
免
許
証
交
附
促
進
の
た
め
上
京

◎
二
月
十
九
日

藤
山
副
会
長
行
政
書
士

法
改
正
特
別
委
員
会
に
出
席
の
た
め
上

　　

第
二
回
理
事
会

日

時

昭
和
四
十
四
年
三
月
十
二
日

午
後
五
時

と
こ
ろ

札
幌
市
大
通
西
十
丁
目

第
一

ホ
テ
ル

出
席
者

渡
辺
会
長
、
藤
山
、
佐
藤
、
竹

原
!
･･!
副
会
長
、
荒
、
犬
飼
、
真
貝
、

成
田
、
灰
原
、
成
沢
、
細
井
、
伏
見
、

鈴
木
、
森
口
、
横
路
!
ー
･以
上
理
事
十

一
名

事
務
局
2
名

議

事

1
号
議
案

業
務
分
掌
一
部
変
更
と
補
充

常
任
理
事
の
業
務
分
担
に
つ
い
て

A
、
欠
員
常
任
理
事
の
補
充
と
し
て
成
田

正
幸
氏
を
決
定

B
、
竹
原
企
画
総
括
は
函
館
で
地
理
的
に

不
便
で
あ
る
の
で
、
別
の
業
務
を
交
替

し
た
ら
ど
う
か
。

副
会
長
に
は
業
務
分
担
を
し
な
い
方
が

よ
い
と
い
う
意
見
も
出
た
が
。

経
理
総
括
に
竹
原
氏
、
企
画
総
括
に
藤

山
氏
、
総
務
部
員
に
梶
井
氏

企
画
部
長
に
成
田
氏
と
決
定

2
号
議
案

日
行
連
代
議
員
の
選
考
に
つ

い
て
!
･代
議
員
数
は
9
人
で
あ
る
の
で

次
の
支
部
か
ら
割
当
人
員
の
氏
名
を
3

月
20
日
ま
で
報
告
す
る
こ
と
に
決
定

札
幌
支
部

4
名
(3
部
長
を
含
め
て
)

函
館
支
部

1
名

旭
川
支
部

1
名

網
走
支
部

1
名

空
知
支
部

l
名

、
十
勝
支
部
/
1
名
-
-

ギ
ノ以
上
9
名

加

藤
〔事
務
局
)

梶

井
(札

幌
)

細

井
(小

樽
)

榎

波
(十

勝
)

中

林
(旭

川
)

竹

原
(函

館
)

会

長
(札

幌
)

佐

藤
(札

幌
)

荒

(旭

川
)

今

村
発
エ
知
)

成

沢
(札

幌
)

鈴

木
(札

幌
)

佐
々
木
(十

勝
)

村

瀬
(十

勝
)

渡
辺
芳
(札

幌
)
犬

飼
(札

幌
)

遠

藤
(札

幌
)
松

田
(旭

川
)

大

石
(札

幌
)
大

淵
(小

樽
)
田

村
(函

館
)

後

藤
(空

知
)
渡
辺
駒
(旭

川
)
三

瓶
(札

幌
)

中

川
(札

幌
)
黒

島
(函

館
)

成

田
(札

幌
)
高

田
札̂

幌
)
石

川
(室

蘭
)

作

田
(札

幌
)
佐
藤
猛
(釧

路
)
伏

見
(釧

路
)

灰

原
(室

蘭
)
細

木
(釧

路
)
古

山
(函

館
)

星

(札

幌
)
藤

沢
(網

走
)
佐
藤
三
(網

走
)

石

本
(日

高
)
村

井
(網

走
)

中

野
(空

知
)
野

崎
(札

幌
)

中

沢
(留

萠
)
真
.貝
(網

走
)

金

田
(
ロ

高
)

豊

田
(十

勝
)

今

野
(網

走
)

永

沼

旭̂

川
)

中
野
幸
(小

博
)

田

中
(十

勝
)

武

田
(事
務
局
)
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本
年
度
第
9
回
北
海
道
行
政
書
士
会
総

会
に
代
議
員
と
し
て
出
席
し
た
私
は
、
総

会
の
在
り
方
に
不
思
議
に
思
わ
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
会
則
第
“
条
に
総
会
は

支
部
長
及
び
代
議
員
を
以
っ
て
組
織
す
る

と
あ
る
。

構
成
員
た
る
支
部
長
、
代
議
員
は
発
言

権
、議
決
権
が
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

発
言
権
の
あ
る
構
成
員
の
発
言
に
対
し
、

執
行
部

(本
部
役
員
)
は
之
れ
に
対
し
答

弁
の
義
務
が
あ
る
と
解
す
る
。
不
思
議
な

こ
と
は
執
行
部

(本
部
役
員
)
を
兼
ね
て

い
る
支
部
長
の
発
言
で
あ
る
。
執
行
部
の

者
が
執
行
部
に
対
し
質
問
と
は
常
識
を
欠

く
こ
と
も
甚
だ
し
い
と
感
じ
た
。
会
則
第

“
条
中
支
部
長
の
次
に

(

)
書
で
(本

部
役
員
を
除
く
)
と
会
則
一
部
を
改
正
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
も
う
一
つ
不
思
議
な
こ
と
を
云
う

お
か
常
識
外
ず
れ
と
い
お
う
か
、
構
成
員

の
議
決
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
、
副
議
長

が
質
問
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

監

事

畠

中

輝

三
以

上

十
勝
支
部
役
員
会

日

時

昭
和
四
十
四
年
一
月
五
日

午

後
一
時

と
こ
ろ

帯
広
市
西
三
条
南
十
丁
目

日
本
橋
食
堂

出
席
者

本
会
よ
り
理
事

佐
々
木
行
雄

支
部
長

村

瀬

茂

副
支
部
長

久

我

豊

治

"

前

寺

忠
三
郎

理

事

野

際

荘

一

直

義

礼
一
郎

山

根

議

案

の

曲
り
角
に
来
た
書
士
に
つ
い
て
今
後

如
何
に
あ
る
べ
き
か
。

⑭

社
会
保
険
労
務
士
法
に
対
す
る
当
支

部
の
方
針

回

非
行
政
書
士
対
策
を
も
う
一
歩
ふ
み

込
ん
で
対
策
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。

@

年
計
報
告
、
補
助
者
届
出
、
事
務
所

変
更
は
必
ず
期
日
内
に
支
部
を
通
し
て

行
な
う
こ
と
。

小
樽
支
部
総
会

支
部
だ
よ
り

札
幌
支
部
、
社
会
保

険
労
務
士
免
許
申
請

手
続
説
明
会

日

時

昭
和
四
十
四
年
一
月
十
五
日

午
後
一
時
よ
り

場

所

札
幌
市
北
一
条
西
十
一
丁
目

札
幌
林
野
共
済
会
館
広
間

出
席
会
員

八
十
五
名

来

賓

本
会
渡
辺
会
長
、
労
務
部
会
よ

り
藤
山
副
会
長

説
明
者

労
務
部
会

藤
山
部
会
長

会
員
多
年
に
亘
り
待
望
で
あ

っ
た
社
会

保
険
労
務
士
法
の
施
行
日
が
昭
和
四
十
三

年
十
二
月
二
日
か
ら
と
公
布
さ
れ
、
新
し

い
資
格
者
と
し
て
の
取
得
の
た
め
の
免
許

申
請
の
手
続
き
方
法
に
つ
い
て
説
明
あ
り

会
員
の
熱
心
な
質
疑
応
答
あ
っ
て
終
了
。

引
続
き
同
法
施
行
の
祝
賀
バ
ー
テ
ー
を
同

会
場
で
盛
大
に
行
な
い
幕
を
閉
じ
た
。

留
萌
支
部
定
時
総
会

日

時

昭
和
四
十
四
年
二
月
一
日

午

昭
和
四
十
四
年
二
月
一
日

後

一
時

　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

4
、
収
支
決
算
報
告

大
野
氏
説
明

慶
弔
規
定
を
作
成
す
る
必
要
あ
り
と
し

て
新
執
行
部
で
審
議
す
る
こ
と
に
し
た
。

う
、
役
員
改
選

選
考
委
員
に
よ
り
選
考
し
た
結
果
左
記

の
通
り
決
定
し
た
。

支
部
長

細

井

伊
三
郎

副
支
部
長

田

村

弘

"

阿

部

六

郎

“

今

野

辰

己

"

佐

藤

定

夫

監

事

青

山

大

吉

庶
務
部
長

渡

部

和

夫

あ

っ
た
よ
う
だ
)
こ
れ
は
国
会
で
大
臣
が

大
臣
席
か
ら
降
り
て
議
員
席
に
つ
い
て
内

閣
に
対
し
質
問
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

あ
り
、
道
議
会
、
市
町
村
議
会
で
も
こ
ん

な
こ
と
を
す
る
会
は
な
か
ろ
う
。
議
長
団

席
よ
り
降
り
た
ら
普
通
の
構
成
員
と
な
っ

て
、
発
言
す
る
こ
と
は
差
支
え
な
い
と
考

え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
考
え
を
改
め
る
べ

き
で
あ
る
。
発
言
の
議
案
を
数
々
も
っ
て

出
席
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
副
議
長
の
指
名

の
あ
っ
た
と
き
辞
退
す
べ
き
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
私
も
種
々
の
総
会
に
出
た

が
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
で
あ
る
。
こ
の

不
議
な
こ
と
に
対
し
、
動
議
と
し
て
発
言

し
よ
う
と
思
っ
た
と
た
ん
議
長
は
終
了
を

宣
し
た
。
残
念
至
極
だ
。

(X
生
)

議

事

1
、
宗
谷
支
部
規
定
の
承
認

2
、
役
員
の
選
任

支
部

長

蝦

名

副
支
部
長

坂

巻 名

睦

夫

巻

次

郎

大

綱
紀
委
員

松

本

又

蔵

代
議
員

大
淵

博
、
中
野
幸
一

6
、
願
門
の
推
薦

支
部
顫
門
を
岸
川
降
次
を
推
薦

7
、
昭
和
四
十
四
年
度
事
業
計
画
案
審
議

支
部
長
説
明

一
同
異
議
な
く
承
認

8
、
昭
和
四
十
四
年
度
予
算
案
審
議

新
執
行
部
に
於
い
て
再
検
討
を
承
認

9
、
会
費
納
入
の
督
励

閉

会

午
後
五
時
終
了

釧
路
支
部
定
例
役
員
会

日

時

ロ

四

四

月
八
日

国

本

虎

雄

福

原

英

雄

事

高

橋

直

義

監

昭
和
四
十
四
年
一
月
十
八
日

午
後
一
時

余
市
郡
余
市
町

モ
イ
レ
拔
閣

ホ
テ
ル

会
員

二
十
二
名

本
会
よ
り
藤
山
副
会
長

日

時

と
こ
ろ

出
席
者

来

賓

議

事

1
、
細
井
支
部
長
開
会
挨
拶

2
、
議
長
選
出

松
本
又
裁
氏
議
長
と
な

る
0

･

議
事
録
署
名
員

福
士
英
男
氏
、
記
録

員

大
淵
博
氏
を
指
名

昭
和
四
十
四
年
一
月
八
日

午

後
六
時
三
十
分

釧
路
市
満
見
町
二
丁
目
七
番
地

伏
見
支
部
長
宅

支
部
長

伏
見

勇

副
支
部
長

尾
越

勝
典

“

大
沢

清

理

事

細
木

貞
治

"

佐
藤

猛

“

森
谷
嘉
一
郎

監

事

武
田

時
雄

と
こ
ろ

出
席
者

議

事
開
会
挨
拶

伏

見

勇

｣
、
報
告
事
項

の
、
会
計
事
項

⑬
、
支
部
会
報

国
、
社
会
保
険
労
務
士
会
創
立
準
備
に

館

出
席
会
員

十
二
名
中
六
名
(外
に
委
任

状
五
名
)

議

事
開
会
宣
言
;
･!
･中
沢
支
部
長

議
長
選
出
に
移
り
、
池
田
寅
次
郎
議
長

と
な
る
。

第
一
号
議
案

昭
和
四
十
三
年
度
庶
務
会
計
報
告
承

認
の
件

輪
金
幹
事
よ
り
庶
務
会
計
一
括
説
明
、

高
梨
監
事
よ
り
会
計
監
査
報
告

原
案
を
承
認
可
決
し
た
。

第
二
号
議
案

北
海
道
行
政
書
士
会
代
議
員
選
出
に

つ
い
て

本
会
よ
り
要
請
あ
る
の
で
選
出
す
る
旨

を
告
げ
、
捻
金
昭
二
氏
を
選
出
!
･決
定

以
上
で
終
了

宗
谷
支
部
総
会

日

時

昭
和
四
十
四
年
二
月
九
日

午

昭
和
四
十
四
年
二
月
九
日

後
一
時

　

　

　

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　　

　
　

　
　　
　
　
　
　　　　
　　　
　

　
　
　
　　　　　
　
　

　　　　　

　
　

　　

　
　
　　
　　
　　
　

　
　
　　

秀
三
}
聯
繋
鼾芸

事
JE
主
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に三
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主事
軽
部
封
誰湾
漣
阿
川
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熟
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第44号 ( 6 )

つ
い
て

二
、
協
議
事
項

の
、
社
会
保
険
労
務
士
免
許
申
請
手
続

に
つ
い
て

閉

会

午
後
八
時
散
会

網
走
支
部
総
会

兼
業
務
研
修
会

北 海 道 行 政 書 士 会 報昭和44年 3月 15日

日

時

昭
和
四
十
四
年
二
月
十
日

午

後
二
時

と
こ
ろ

常
呂
郡
留
辺
蕊
町

温
根
湯
大

江
本
家

研

修

1
、
所
得
税
と
資
産
税
に
つ
い
て

2
、
交
通
事
故
問
題
に
つ
い
て

質
疑
応
答
多
数
あ
り
、
四
時
三
十
分
ま

で
延
長
、
引
続
き
総
会
に
移
る
。

報

告

1
、
昭
和
四
十
三
年
度
会
務
報
告

2
･
“

収
支
決
算
報
告

議

案

1
、
支
部
役
員
改
選
の
件

2
、
昭
和
四
十
四
年
度
事
業
計
画
案

3
、
昭
和
四
十
四
年
度
収
支
予
算
案

4
、
真

の

他

以

上

昭和44年 3月15日北 海 道 行 政 書 士 会 報7 ) 第44号

支
部
が
行
な
う
よ
う
望
ん
で
や
ま
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

講
師
は
地
元
の
学
識
経
験
者
に
お
願
い

し
、
ま
た
本
会
役
員
も
要
請
あ
れ
ば
派
遣

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

研
修
に
要
す
る
会
場
費
、
講
師
謝
礼
、
昼

食
費
等
の
大
部
は
助
成
致
し
ま
す
か
ら
、

計
画
そ
し
て
実
施
の
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
報

告
を
お
願
い
し
研
修
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

②

非
行
政
書
士
の
対
策

前
年
度
は
数
件
の
違
反
容
疑
が
あ
り
そ

れ
ぞ
れ
勧
告
を
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
よ

く
内
偵
す
れ
ば
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
違
反

容
疑
が
あ
る
も
の
と
察
せ
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
で
全
会
員
が
こ
こ
に
思
い
を
い
た
さ
れ

違
反
容
疑
者
の
発
見
に
御
努
力
下
さ
れ
、

非
行
政
書
士
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
全
道
的
官
公
署
に

対
し
て
は
本
会
か
ら
支
部
関
係
の
官
公
署

に
対
し
て
は
支
部
か
ら
書
面
そ
の
他
の
方

法
で
指
導
取
締
啓
蒙
に
つ
い
て
協
力
を
求

め
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま

す
。

③

会
議
発
行
に
つ
い
て

会
報
は
隔
月
一
回
発
行
し
相
互
の
連

絡
、
修
養
、
研
鑽
の
場
と
し
大
い
に
活
用

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
支
部

室
蘭
支
部
総
会

日

時

昭
和
四
十
四
年

一
月
二
十
日

午
後
六
時

白
老
郡
白
老
村
竹
浦

虎
杖
浜

温
泉
ホ
テ
ル

二
十
二
名

本
会
会
長

渡
辺
慶
吉

と
こ
ろ

出

席

来

賓

議

事

1
、
灰
原
支
部
長

開
会
挨
拶

2
、
議
長
に
支
部
長
灰
原
氏
に
選
出
さ
る

3
、
報

告

1
、
会
務
報
告

2
、
収
支
決
算
報
告

監
査
報
告

4
、
役
員
改
選
、
左
の
通
り
決
定
。

支
部
長

灰

原

泰

広

副
支
部
長

添

田

竜

男

高

橋

芳
次
郎

石

川

常
次
郎

理

事

米

田

忠

博

八

田

亀
次
郎

塩

田

末

吉

白

取

三

平

竹

内

芳

正

監

事

荒

川

隆

志

下

国

富
士
夫

代
議
員

石

川

常
次
郎

富

田

重

雄

来
賓
祝
辞
と
し
て
渡
辺
本
会
会
長
挨
拶

"社
会
留保
"陰
r努
“賜
物土
"免
許
…湖膿
盤
踞
手
続
…に
つ
い

　　

会
員
等
か
ら
投
稿
が
少
な
く
編
集
に
も
困

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
支
部
で
の
計
画
や

実
施
事
項
そ
の
他
向
上
発
展
に
つ
い
て
積

極
的
そ
し
て
建
設
的
な
御
意
見
、
研
究
等

を
広
く
御
投
稿
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し

ま
す
。

④

遵
法
精
神
の
昂
揚
に
つ
い
て

本
会
会
員
は
本
年
一
月
一
日
現
在
八
〇

八
名
と
な
り
職
場
を
通
じ
社
会
に
貢
献
で

き
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
社
会

の
信
頼
も
高
め
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が

そ
れ
に
応
え
る
意
味
に
お
い
て
も
先
ず
最

も
身
近
な
行
政
書
士
法
の
意
を
よ
く
守
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
法
に
あ
わ
せ
て
見
て

不
備
の
点
は
改
め
ま
し
ょ
う
o

◎

業
務
の
グ
ル
ー
プ
研
修
に
つ
い
て

先
に
労
務
部
会
が
で
き
講
習
等
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
社
会
保
険
労
務
士
法

が
公
布
さ
れ
同
時
に
免
許
申
請
の
手
続
も

す
み
、
労
務
部
会
は
そ
の
任
務
を
終
わ
っ

た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
他
の
部
会
設
置
に

つ
い
て
は
希
望
が
少
な
い
の
で
部
会
は
作

ら
ず
種
別
的
の
研
修
を
行
な
う
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
社
会
保
険
労

務
士
の
資
格
を
お
と
り
に
な
ら
な
い
行
政

書
士
の
方
で
も
社
会
保
険
労
務
士
法
第
二

条
に
よ
る
保
険
労
務
の
書
類
作
成
は
で
き

る
訳
で
す
か
ら
関
係
法
令
の
多
い
保
険
労

て
説
明
b

閉

会

支
部
長

閉
会
の
こ
と
ば
を
述

べ
る
。

函
館
支
部
総
会

昭
和
四
十
四
年
三
月
九
日

午

後

一
時

函
館
市
新
川
町

大
分
軒
ホ
テ

し支
部
長

外
二
十
三
名

本
会

加
藤
事
務
局
員

日

時

と
こ
ろ

出
席
者

議

事
大
高
金
吾
氏

開
会
を
宣
ず
。

支
部
長
黒
島
宇
吉
郎
氏
開
会
の
挨
拶

議
長
に
笠
原
刹
重
氏
を
選
出

加
藤
事
務
局
員

祝
意
を
表
し
て
挨
拶

④
、
昭
和
四
十
三
年
度
事
業
報
告

回
、
昭
和
四
十
三
年
度
収
支
決
算
報
告
を

一
括
し
て
黒
島
支
部
長
説
明
。

監
事
の
監
査
報
告
あ
り
て
二
、
三
の
質

疑
が
な
さ
れ
た
が
承
認
。

⑯
、
支
部
旅
費
規
定
承
認
の
‐件

旅
費
規
定
案
を
議
題
に
供
し
支
部
長
の

説
明
に
よ
っ
て
承
認
四
十
四
年
三
月
九

日
よ
り
適
用
と
す
る
。

◎
、
昭
和
四
十
四
年
度
事
業
計
画
案

㈹
、
“

収
支
予
算
案

一
括
黒
島
支
部
長
説
明
原
案
通
り
承
認

閉

会

午
後
褻
時
半

　
　

　
　　　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　　

務
関
係
の
研
修
終

う
こ
と
も
当
然
考
ぇ

る
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

⑥

社
会
保
険
労
務
士
法
と
の
関
係
に
つ

い
て

社
会
保
険
労
務
士
の
免
許
申
請
は
一
月

末
で
五
一
五
名
の
手
続
が
終
り
ま
し
た
の

で
六
月
頃
迄
に
は
免
許
証
が
交
付
さ
れ
る

昭
和
四
十
四
年
度
の

事
業
計
画
に
つ
い
て

総

務

部

企

画

部

去
る
二
月
二
十
三
日
札
幌
市
都
市
会
館

に
お
い
て
本
年
度
定
時
総
会
が
あ
り
、
各

役
員
、
代
議
員
出
席
さ
れ
総
会
も
効
果
的

に
終
了
で
き
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次

第
で
す
。
総
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
御
報

告
の
通
り
で
す
が
本
年
度
の
事
業
計
画
の

内
容
に
若
干
説
明
を
加
え
各
支
部
の
皆
さ

ん
か
ら
積
極
的
な
御
協
力
を
得
て
本
会
が

愈
々
発
展
向
上
す
る
よ
う
御
願
い
し
て
や

ま
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

の

会
員
の
業
務
研
修
、
指
導
に
つ
い
て

会
員
の
品
位
向
上
と
業
務
の
改
善
進
歩

を
図
る
た
め
に
も
研
修
を
欠
か
す
こ
と
は

で
き
な
い
わ
け
で
す
。
社
会
は
日
々
に
進

歩
し
て
お
り
そ
れ
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
も
必
要
で
、
他
の
業
界
で
も
盛
ん

に
行
な

っ
て
い
る
こ
と
は
御
存
じ
の
通
り

で
あ
り
ま
す
。
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
一

支
部
又
は
二
支
部
以
上
合
同
で
も
よ
く
効

果
的
に
考
え
実
施
す
れ
ば
よ
い
の
で
す

が
、
昨
年
中
一
回
も
行
な
わ
な
い
支
部
が

あ
り
ま
し
た
。
む
か
し
本
年
度
は
全
部
の

も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
外
百
名
位
の
有

資
格
者
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
本
年
の
十

一
一月
一
日
ま
で
申
請
期
間
が
あ
り
ま
す
の

で
有
資
格
者
で
希
望
の
方
は
早
目
に
直
接

札
幌
市
大
通
西
一
〇
北
海
道
労
働
基
準
局

経
由
厚
生
、
労
働
大
臣
宛
免
許
申
請
し
て

下
さ
い
。

以

上

非
行
政
書
士
の
版
邑
を
抑
制
し
よ
う

会

長

波

昭
和
四
十
四
年
三
月
五
日
毎
日
新
聞
夕

刊
紙
上
に
、
交
通
事
故
を
食
い
も
の
、

行
政
書
士
逮
捕
示
談
金
五
一
万
円

横
領
、
の
見
出
し
で
、
札
幌
北
署
は
四
日

夜
、
交
通
事
故
を
悪
用
、
事
故
に
泣
く
被

害
者
を
だ
ま
し
、
こ
れ
ま
で
に
五
十
一
万

円
余
の
保
険
金
を
横
領
し
て
い
た
行
政
書

士
を
行
政
書
士
法
違
反
、
業
務
上
横
領
の

疑
い
で
逮
捕
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
こ
の
男
は
、
札
幌
市
北
十
八
条

東
八
行
政
書
士
、
室
田
隆
二
(四
0
)、
で

昨
年
一
月
二
十
六
日
、
札
幌
市
北
一
西
二

十
五
で
乗
用
車
に
は
ね
ら
れ
、
重
傷
を
負

っ
た
同
市
手
稲
宮
の
沢
四
五
ぶ
云社
社
長
、

山
末
和
男
さ
ん
(三
0
)、
か
ら
自
動
車
損

害
賠
償
責
任
保
険
に
基
づ
く
保
険
金
の
請

求
方
を
依
頼
さ
れ
た

。十
二
月
二
十
日
、

同
市
大
通
西
六
、
千
代
田
火
災
海
上
札
幌

支
店
か
ら
保
険
金
と
し
て
額
面
三
十
一
万

三
千
二
百
八
十
八
円
の
小
切
手
の
支
払
い

を
受
け
、山
末
さ
ん
に
渡
さ
ず
着
服
し
た
。

こ
の
ほ
か
逮
捕
さ
れ
る
ま
で
に
同
じ
方
法

で
二
件
二
十
万
円
を
横
領
し
た
。
室
田
は

三
十
八
年
、
岩
見
沢
市
内
で
行
政
書
士
の

免
許
を
取
り
、
空
知
支
庁
に
登
録
、
同
時

に
北
海
道
行
政
書
士
会
に
入
会
し
た
。
四

十
二
年
八
月
一
日
、
会
費
未
納
な
ど
の
理

由
で
退
会
処
分
を
受
け
た
が
、
加
入
者
で

な
い
と
行
政
書
士
の
業
務
を
行
な
う
こ
と

が
で
き
な
い

(行
政
書
士
法
第
十
九
条
)

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
宅
に

｢司
法
行
政

交
通
事
故
相
談
所
｣
の
看
板
を
掲
げ
て
い

た
。
室
田
は
こ
の
ほ
か
に
も
交
通
事
故
の

示
談
に
介
入
し
報
酬
を
受
取
っ
て
い
た
疑

,き
、＼

辺

慶

吉
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い
も
あ
り
、
弁
護
士
法
違
反
の
疑
い
で
調

べ
て
い
る
。

以
上
が
毎
日
新
聞
記
事
の
全
文
で
あ
る

が
他
の
新
聞
に
も
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
報
道

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
様
な
ケ
ー
ス
で
他
に
も
非
行
政
書

士
が
拔
邑
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
会
員
の
皆
さ
ん
も
常
時
非

行
政
書
士
を
注
意
し
発
見
し
次
第
報
告
を

願
い
た
い
。

本
会
と
し
て
は
会
員
擁
護
の
た
め
資
料

充
分
な
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
き
を
な

し
て
、
法
を
守
り
業
界
の
発
展
に
寄
与
せ

ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

尚
非
行
政
書
士
室
田
隆
二
に
つ
い
て
、

札
幌
弁
護
士
会
及
び
札
幌
北
警
察
署
よ
り

照
会
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
回
答
し
て
あ
り
ま

す
の
で
参
考
ま
で
に
左
記
に
掲
載
致
し
ま

す
。

左

記

道
弁
第
一
五
七
九
号

昭
和
四
十
三
年
十
月
十
五
日

札
幌
弁
護
士
会
長

斎
藤

忠

雄

札
幌
行
政
書
士
会
会
長

渡
辺
慶
吉
殿

拝
啓

秋
冷
の
候
い
よ
い
よ
御
清
昌
の

段
大
慶
に
存
じ
ま
す
。

さ
て
御
多
用
中
御
迷
惑
な
が
ら
左
記
に
つ

き
御
回
示
を
賜
わ
り
た
く
、
御
願
い
申
し

昭和44年 3月15日

委
任
、
委
譲
す
る
。

【補
助
金
の
整
理
一
都
道
府
県
に
つ
い

て
は
一
件
百
万
円
以
下
、
市
町
村
に
つ
い

て
は
、
十
万
円
以
下
の
零
細
補
助
金
や
、

す
で
に
行
政
目
的
を
達
し
た
補
助
金
を
整

理
す
る
。
四
十
四
年
度
で
は
、
四
百
十
七

件
に
つ
い
て
統
廃
合
、
減
額
、
補
助
率
の

引
下
げ
な
ど
の
合
理
化
を
は
か
る
。

【
共
管
競
合
行
政
の
整
理
統
合
】

一
、
観
光
行
政
を
統
合
的
に
推
進
す
る
た

め
、
内
閣
に
観
光
関
係
閣
僚
協
議
会
を
、

総
理
府
に
観
光
政
策
推
進
本
部
を
新
設
す

る
。

報会士書政行道 政

一
、
営
繕
行
政
の
一
元
化
に
つ
い
て
は

行

①
宮
内
庁
の
一
般
的
な
建
築
物
の
一
部
②

道

防
衛
庁
内
部
部
局
、
防
衛
施
設
庁
、
自
衛

海

隊
と
そ
の
付
属
機
関
の
建
築
物
の
一
部
⑧

と

法
務
省
の
法
務
局
と
検
察
庁

(出
先
機
関

才

を
含
む
)
の
庁
舎
④
厚
生
省
の
試
験
研
究

機
関
お
よ
び
社
会
福
祉
施
設
の
建
築
物
⑤

運
輸
省
の
空
港
事
務
所
な
ど
の
一
部
ー
-

な
ど
、
一
般
会
計
に
属
す
る
建
築
物
の
営

繕
事
務
は
建
設
省
で
行
な
う
。
ま
た
特
別

会
計
に
属
す
る
営
繕
事
務
も
、
で
き
る
だ

号

け
建
設
省
に
委
託
す
る
。

斜

【行
政
機
構
の
簡
素
ム握

化
】
-
･
で

)

き
る
だ
け
審
議
会
の
設
置
を
さ
け
、
ま
た

〔

設
置
目
的
の
類
似
す
る
審
議
会
の
乱
設
を

防
ぎ
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
を
で
き
る
だ

札
幌
市
北
十
八
条
東
八
丁
目

北
海
道
司
法
行
政
事
務
所

所
長

室

田

隆

二

一
、
右
の
者
は
貴
会
の
会
員
で
あ
る
か
ど

う
か
o

二
、
会
員
で
あ
れ
ば
会
員
と
な
っ
た
年
月

R
[
右
の
照
会
に
対
し
本
会
よ
り
左
記
の
通

り
、
回
答
を
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
十
月
十
八
日

北
海
道
行
政
書
士
会
長

渡
辺
慶
吉

札
幌
市
大
通
西
十
三
丁
目

札
幌
弁
護
士
会
会
長

斎
藤
忠
雄
殿

道
弁
第
一
五
七
九
号
に
よ
る
照
会
の
件

下
記
の
通
り
回
答
い
た
し
ま
す
。

コ
し
　
　

室
田

隆

二

｢

昭
和
三
十
八
年
空
知
支
庁
第
八
号

に
よ
り
行
政
書
士
登
録

二
、
昭
和
三
十
八
年
五
月
二
十
五
日
本

会
に
入
会
会
員
と
な
る
o

三
、
昭
和
四
十
三
年
八
月
一
日
会
則
第

五
八
条
第
二
項
に
よ
り
退
会
処
分

四
、
現
在
会
員
で
な
い

五
、
会
員
で
あ
っ
た
当
時
の
住
所

岩
見
沢
市
六
条
東
一
丁
目

そ
の
後
札
幌
北
警
察
署
よ
り
の
照
会

関
係
事
項
照
会
書

捜
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
の
で
左
記
事

け
広
範
囲
に
す
る
o
寒
寝
事
典
が
臨
時
的

な
も
の
は
、
期
限
を
定
め
る
。
造
船
技
術

審
議
会

(運
輸
省
)
な
ど
二
十
六
の
審
議

会
を
統
廃
合
、
整
理
す
る
。

一
、
地
方
支
分
部
局
の
う
ち
、
次
の
も

の
の
簡
素
合
理
化
を
は
か
る
。

▽
法
務
省
=
地
方
更
生
保
護
委
員
会
、

法
務
局
お
よ
び
地
方
法
務
局
の
出
張
所
、

矯
正
管
区
の
内
部
組
織
な
ど
。

▽
大
蔵
省
=
財
務
局
お
よ
び
財
務
部
の

出
張
所
。

▽
農
林
省
野
地
方
農
政
局
に
統
計
調
査

事
務
所
を
統
合
し
、
民
有
林
行
政
事
務
の

一
部
を
委
譲
す
る
。

▽
運
輸
省
=
海
運
局
の
出
張
所
、
港
湾

建
設
局
の
工
事
事
務
所
。

▽
郵
政
省
=
地
方
貯
金
局
。

【検
討
事
項
】
-
、
引
続
き
許
認
可
･

報
告
事
務
の
整
理
を
は
か
り
、
そ
の
新
設

を
抑
制
す
る
措
置
を
検
討
す
る
。

一
、
官
庁
自
動
車
の
運
転
業
務
や
公
務

員
給
与
支
払
事
務
な
ど
の
民
間
委
託
を
は

か
る
。
一
、
①
法
務
省
の
船
舶
登
記
事
務
を
、

船
舶
の
登
録
事
務
を
扱
う
運
輸
省
に
移
す

②
戸
籍
訂
正
の
許
可
事
務
の
一
元
化
を
検

討
す
る
③
厚
生
省
と
労
働
省
の
保
険
徴
収

業
務
を
一
元
化
す
る
。

一
、
電
子
計
算
機
の
共
同
利
用
を
促
進

す
る
た
め
昨
年
八
月
閣
議
決
定
し
た

｢政

法
第
百
九
十
七
条
第
二
項
に
よ
っ
て
照
会

し
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年

一
月
十
五
日

札
幌
北
警
察
署

司
法
警
察
員

警
部

田
中

聡

北
海
道
行
政
書
士
会
長
殿

照

会

事

項

現
住
所

札
幌
市
北
十
八
条
東
八
丁
目

自
称
行
政
書
士

室

田

隆

三

昭
和
三
年
八
月
二
十
二
日
生

右
の
者
、
行
政
書
士
と
し
て
の
資
格
の

有
無
も
し
あ
れ
ば

一
、
行
政
書
士
免
許

(登
録
)
を
取
得
し

た
。年

月
日
、
場
所
、
免
許
(登
録
)番
号

二
、
北
海
道
行
政
書
士
会
に

入
会
年
月
日

退
会
し
て
お
れ
ぱ
退

会
年
月
日
、
退
会
理
由

三
、
退
会
し
た
場
合
、
行
政
書
士
と
し
て

職
務
遂
行
で
き
る
か

四
、
そ
の
他
参
考
事
項

右
の
照
会
に
対
し
本
会
よ
り
左
記
の
通

り
回
答
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
一
月
三
十
日

北
海
道
行
政
書
士
会
会
長

渡
辺
慶
吉

札
幌
北
警
察
署

司
法
警
察
員

警
部

田
中

聡
殿

室
田
隆
二
に
対
す
る
照
会

(回
答
)

室
田
隆
二
に
対
す
る
照
会
の
件
下
記
の

回
答
い

　

　　　
　　

府
に
お
け
る
電
義
計
算
機
利
用
の
今
後
の

方
策
に
つ
い
て
｣
を
推
進
す
る
。

一
、
内
閣
官
房
と
総
理
府
の
総
合
調
整

縦
能
を
強
化
す
る
。

一
、
国
有
林
野
事
業
、
郵
政
事
業
、
国

立
病
院
、
国
立
療
養
所
の
公
社
化
を
検
討

の
今
後
の

す
る
。
一
、
運
輸
省
、
労
働
省
の
地
方
事
務
官

制
度
の
廃
止
と
問
題
は
昨
年
末
、
行
官
、

自
治
、
運
輸
、
労
働
の
関
係
閣
僚
が
か
わ

し
た
覚
書
の
趣
旨
に
沿
っ
て
検
討
す
る
。

(三
月
十
日
毎
日
新
聞
朝
刊
)

一
、
行
政
書
士
免
許
を
取
得
し
た
年
月
日

及
び
免
許
番
号

昭
和
三
十
八
年
空
知
支
庁
第
八
号
に
よ

り
行
政
書
士
登
録

二
･
北
海
道
行
政
書
士
会
に
凌
葎
月
日

昭
和
三
十
八
年
五
月
二
十
五
日
本
会

に
入
会

三
、
退
会
し
た
年
月
日
及
び
そ
の
理
由

昭
和
四
十
二
年
八
月
一
日
会
則
第
五

八
条
第
二
項
に
よ
り
退
会
処
分

(会
費

未
納
の
た
め
)

四
、
退
会
し
た
場
合
は
職
務
遂
行
は
出
来

な
い
(行
政
書
士
法
第
十
九
条
に
よ
る
)

五
、
会
員
で
あ
っ
た
当
時
の
住
所

岩
見
沢
市
六
条
東
一
丁
目

◎
行
革
第
二
次
原
案
の
内
容

三
月
十
日
毎
日
新
聞
朝
刊
の
記
事
を
転

載
し
ま
す
。

行
革
第
二
次
原
案
の
内
容

行
官
庁
が
ま
と
め
た
行
革
第
二
次
原
案

の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

[許
認
可
･
報
告
事
務
な
ど
の
整
理
】

許
認
可
事
務
二
百
五
十
七
件
の
報
告
事
務

六
十
二
件
を
統
廃
合
、
ま
た
は
規
制
を
緩

和
す
る
。
国
が
行
な
っ
て
い
る
行
政
事
務

キ
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テ
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へテ

ーう
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欧

州

の

旅

箕
の
巴

総
務
部
長

大

部
長

犬

飼

竹

治

館
が
あ
り
、
そ
の
広
場
に
は
多
く
の
彫
像

が
お
か
れ
市
民
の
憩
の
場
所
と
な
っ
て
い

る
。
各
寺
院
に
は
何
れ
も
偉
人
や
動
物
そ

の
他
の
彫
刻
･
彫
像
･
壁
画
等
が
多
数
施

し
て
あ
り
、
ま
た
一
般
の
家
や
商
店
等
町

ぐ
る
み
で
そ
れ
ら
を
飾
っ
て
あ
り
宗
教
の

盛
ん
な
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。
寺

院
の
中
で
も
サ
ン
タ
･
マ
リ
ア
の
大
伽
藍

が
有
名
で
十
五
世
紀
の
始
め
一
五
〇
年
が

か
り
で
完
成
し
た
大
規
模
な
ゴ
シ
ッ
ク
式

大
寺
院
で
美
し
さ
を
も
っ
た
寺
院
で
あ

る
。
殊
に
ド
ナ
テ
ル
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

は
実
に
鮮
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
色
ガ
ラ
ス

を
種
々
に
組
み
合
わ
せ
色
々
の
模
様
を
表

現
す
る
も
の
で
寺
院
の
内
部
に
美
し
い
光

線
を
投
射
す
る
も
の
で
宗
教
的
の
感
じ
を

与
え
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
他
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
等
有
名
画
工
の
壁
画
が
数
多
く
か

か
げ
ら
れ
て
い
る
。

前
号
で
は
イ
タ
リ
ア
の
ペ
ニ
ス
か
ら
フ

ロ
ー
レ
ン
ス
迄
の
風
景
等
を
述
べ
た
が
、

こ
の
道
路
も
イ
タ
リ
ア
の
太
陽
道
路
の
一

部
で
あ
り
自
然
の
美
と
と
も
に
道
路
は
至

極
よ
い
。
太
陽
道
路
は
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
か

ら
ロ
ー
マ
≧
南
方

へ
と
の
び
て
い
く
が
そ

れ
ら
の
旅
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

の

フ
ロ
ー
レ
ン
ス

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
は
イ
タ
リ
ア
西
北
部
の

都
市
で
人
口
四
六
万
小
都
市
で
あ
る
が
町

は
古
く
古
代
ロ
ー
マ
時
代
に
作
ら
れ
、
ル

ネ
サ
ン
ス
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た
し
町
が

き
れ
い
で
花
の
都
と
い
わ
れ
、
そ
れ
に
寺

院
が
多
く
京
都
と
は
姉
妹
都
市
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
町
は
交

通
の
拠
点
に
あ
た
り
鉄
道
、
道
路
が
よ
く

発
達
し
、
町
の
各
所
に
は
広
場
が
あ
っ
て

殊
に
シ
ニ
ヨ
リ
ア
広
場
は
高
さ
九
〇
メ
ー

ト
ル
の
美
し
い
時
計
台
を
も
つ
ヘ
ッ
キ
オ
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見
し
、
ま
た
斜
塔
は
ガ
リ
レ
オ
が
重
い
物

め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
の
が
残
っ
て
お
り
、

市
内
だ
け
で
一
四
三
万
五
千
百
三
十
八
台

法
則
を
発
見
し
て
い
る
。
ガ
リ
レ
オ
は
こ

特
異
の
存
在
で
あ
る
。
市
の
中
を
ヂ
ベ
ル

も
多
い
方
で
あ
る
。
だ
か
ら
市
内
は
自
動

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　　

　

　

　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　

　　
　

　
　

　
　

　　
　　
　
　
　

　　

　
　
　
　

　

　

四
五
段
あ
り
大
理
石
造
り
で
あ
る
。
入
場

城
壁
外
は
近
代
建
築
の
新
市
街
が
道
路
の

州
の
諸
国
と
比
較
す
る
と
件
数
は
多
い
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次
第
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程
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あ
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。

あ
る
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こ
の
松
は
あ
る
高
さ
迄
は
一
様
に

ピ
サ
か
ら
日
帰
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フ
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レ
ン
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に

伸
び
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か
ら
は
え
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翌
朝
そ
こ
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が
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